
パターン1　南高ＳＴＥＡＭによる授業デザイン案
	[bookmark: _Hlk136278691]主に　　　　　　　　　　　　
　　　①　　番
	①教科横断型授業（異教科間のリレー授業・コラボ授業）
②探究学習型授業（探究学習プロセスのいずれかの段階を踏まえた授業）
③学習到達度を意識した授業（can-do・to-doリストを活用した授業）

	対象
	2年文系

	教科（科目）
	数学Ｂ×情報Ⅰ

	授業の目標
	数学Ｂと情報Ⅰの両方の教科書で取り扱われている内容について、それぞれの科目の強みを生かしながら、理解度の向上および時間の効率化を図る。

	内容
	「二項分布」「正規分布」「標準正規分布」

	未来デザイン力（獲得したい力）、及びその要素
	Ｂ学びに向かう姿勢
	①学ぶ意義　②学びの技法

	
	Ｄ課題対応力
	②研究手法の獲得

	
	Ｇコミュニケーション力
	②対話・議論　

	
	Ｈチームワーク
	②リーダーシップ　③フォロワーシップ

	南高STEAMの視点
（どのような横断か、　どのような探究か、等）
	２教科に共通する内容の学習をコラボ授業として実施することにより、双方の良さや強みを生かした理解を促し、科目の関連を実感させるとともに、学びの繋がりを意識する姿勢を育てる。



授業略案
	時間
	学習内容
	主
	教師の指導・支援
	留意点

	５
	○本時の説明
	数
	
	

	














40
	○例題指示および活動
例１．コインを４回投げたときに表の出る回数をＸとする。
・表が出た回数の記録・試行結果のグラフ化
・確率分布表の作成・期待値
・１００回の結果のグラフ確認
○用語説明および演習
・二項分布の期待値、分散、標準偏差
・正規分布と正規分布曲線の性質
　　・標準正規分布の特徴、Ｚ値、正規分布表
○例題提示および活動
例２．ある考査では、平均点５５点、標準偏差１０
点であった。ただし、この考査は正規分布に従うものとする。
・Z値
・特定の得点層にいる人の割合
・特定の得点の人の位置
	


数
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数



情
数

	


・Excelでヒストグラムを作成させる
・計算で値を求めさせる
・Excelで段階的変化を提示

・数情双方の内容を盛り込んで説明


・正規分布表を活用して取り組ませる
	



・正規分布への近似の視点を持たせる
・理論よりも活用に重きを置く


・情報Ⅰ例題2
(p.109)を利用



	５
	○本時のまとめ
	数
	
	



授業を通して身につけさせたい「未来デザイン力」とその要素を選んで表中の欄に記入する。数は不問。
	Ａ　キャリアプランニング
	①社会貢献意識　②社会・大学分析　③自己分析・目標設定

	Ｂ　学びに向かう姿勢
	①学ぶ意義　②学びの技法　③学びの習慣

	Ｃ　自己管理力
	①自己研鑽　②主体的判断　③タイムマネジメント

	Ｄ　課題対応力
	①テーマ（問い）設定　②研究手法の獲得　③創意工夫

	Ｅ　自己有能感
	①成功・挫折体験　②ストレスマネジメント　③レジリエンス

	Ｆ　品性ある言動
	①生命尊重　②多様性尊重　③相手意識

	Ｇ　コミュニケーション力
	①傾聴　②対話・議論　③発表・発信

	Ｈ　チームワーク
	[bookmark: _Hlk202947646]①目的意識共有　②リーダーシップ　③フォロワーシップ



